
（ 6 ）

委員会活動報告

　
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、入

間
川
小
学
童
保
育
室
と
入
間
川

４
丁
目
地
内
の
あ
い
さ
つ
橋
か

ら
諏
訪
神
社
ま
で
の
間
の
通
学

路
の
計
２
か
所
を
視
察
し
、そ

の
後
、委
員
会
室
で
所
管
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
入
間
川
小
学
校

特
別
通
学
許
可
地
区
の
廃
止
に

伴
う
通
学
路
の
安
全
対
策
及
び

入
間
川
小
学
童
保
育
室
の
環

境
整
備
を
求
め
る
決
議
が
議

決
さ
れ
、新
年
度
を
迎
え
、本

決
議
に
お
け
る
要
望
事
項
の
、 

①
下
校
時
に
交
通
の
危
険
が
心

配
さ
れ
る
場
所
や
人
通
り
の
少

な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、警
備

の
た
め
の
人
員
を
配
置
す
る
な

ど
、登
下
校
時
の
児
童
の
安
全

確
保
に
配
慮
す
る
こ
と

②
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、街
路
灯
の
増
設
や
水
た
ま

り
の
解
消
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と

③
入
間
川
小
学
童
保
育
室
の
保

育
時
間
の
延
長
及
び
定
員
の
拡

充
を
行
い
、保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
の
３
点
に
つ
い

て
、そ
の
実
施
状
況
を
調
査
い

た
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、入
間
川
小
学

童
保
育
室
の
運
営
状
況
及
び
通

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、昨
年
の
決
議
に
基
づ
く
要

望
事
項
に
つ
い
て
、お
お
む
ね

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、定
員
拡
充
の
た
め

借
用
し
て
い
る
入
間
川
小
学
校

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に
つ

い
て
は
２
年
間
の
暫
定
利
用
で

あ
る
こ
と
、ま
た
、今
後
民
間
の

学
童
保
育
室
の
開
室
が
想
定
さ

れ
、利
用
者
の
動
向
に
も
変
化

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、当

委
員
会
と
し
て
は
今

後
も
そ
の
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
適
宜

調
査
・
研
究
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
で
は
、こ
ど

も
医
療
費
、ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
、心
身
障
害
者
医
療
費

に
つ
い
て
、窓
口
払
い
を
廃
止

す
る
医
療
機
関
の
範
囲
が
県
内

に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
理
由
と
し
た
条
例
３
件
な

ど
、市
長
提
出
議
案
４
件
に
つ

い
て
の
審
査
を
行
い
、総
員
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
年
間
活
動
計
画
と
し
て
、主

に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
調
査
や
、生
活
困
窮
者
・

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
支
援

に
関
す
る
調
査
、保
育
所
や
学

童
保
育
室
、学
校
環
境
、生
涯
学

習
に
関
す
る
調
査
な
ど
に
取
り

組
み
、市
民
生
活
を
取
り
巻
く

課
題
の
把
握
を
行
い
、今
後
の

市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
た 

め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こども支援・福祉施策のさらなる充実のために
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定
例
会
議
案
審
査

 

所
管
事
務
調
査

入間川小学校コミュニティルームの視察のようす 増設した街路灯の視察のようす

年
間
活
動
計
画

入
間
川
小
学
童
保
育
室

の
運
営
状
況
と
通
学
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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建
設
環
境
委
員
会
の
令
和
４

年
度
の
活
動
計
画
は
、建
設
分

野
と
環
境
分
野
に
つ
い
て
テ
ー

マ
を
持
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、現
地
視
察
に
重
点

を
置
き
、実
地
検
証
を
通
し
て

課
題
の
解
決
や
施
策
の
進
捗
を

調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
入
曽
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
ま
ち
び
ら
き

に
向
け
、事
業
区
域
内
の
既
存

事
業
者
の
移
転
と
複
合
型
商
業

施
設
の
開
店
時
期
、ま
た
、そ
れ

に
必
要
な
区
画
道
路
整
備
な
ど

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
笹
井
柏
原
線
の
令
和
４
年
度

供
用
開
始
に
向
け
、整
備
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

含
め
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

・
狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
令
和

８
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
、

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
現

豊かな市民生活の実現に向けて、年間活動計画を推進します
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年
間
活
動
計
画

定
例
会
議
案
審
査

地
調
査
を
含
め
て
審
査
を
行
い

ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
と
資
源
化
促

進
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
家
庭
ご
み
の
状
況
と

減
量
施
策
、
家
庭
や
職
場
か
ら

発
生
す
る
資
源
ご
み
の
資
源
化

促
進
施
策
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
狭
山
市
は
平
成
８
年
11
月
２

日
に「
リ
サ
イ
ク
ル
都
市・狭
山
」

を
宣
言
し
ま
し
た
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に

は
、個
人
・
事
業
者
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
施
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
先
進
自
治
体
や
先
進
事
例
の

実
地
調
査
を
計
画
す
る
と
と
も

に
、狭
山
市
の「
ご
み
減
量
」「
リ

サ
イ
ク
ル
促
進
」の
可
能
性
を

調
査・
検
証
し
、「
市
民
の
啓
発
」

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①
議
案
第
４
１
号
・
上
奥
冨
地

内
市
道
Ｄ
第
４
１
４
号
線
の
廃

止
に
つ
い
て

②
議
案
第
４
２
号
・
柏
原
地
内

市
道
Ｅ
第
６
４
５
号
線
の
廃
止

に
つ
い
て

③
議
案
第
４
３
号
・
入
間
川
地

内
市
道
Ａ
第
１
０
１
９
号
線
の

認
定
に
つ
い
て

④
議
案
第
４
４
号
・
狭
山
地
内

市
道
Ａ
第
１
０
２
０
号
線
の
認

定
に
つ
い
て

⑤
議
案
第
４
５
号
・
広
瀬
東
地

内
市
道
Ｆ
１
２
５
９
号
線
の
認

定
に
つ
い
て

　
６
月
８
日
の
委
員
会
に
お
い

て
、現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
総

員
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
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入曽駅周辺整備事業のようす

現地調査のようす


